


























































　島津斉彬（1809 ～ 58 年）は、集成館の一環として、






鹿児島見取絵図』の描写から、焼成室 10 ～ 11 室の連
































































乗る。基壇を含めた総高は 74 ～ 75 ㎝、石柱そのもの








田 1907、井上 1931、前田 1934（1976）など］と２月

















































明治 29 年 1896 1 2 8 2 - 6 - - 50 1 1,200 12 23,680 28 3,000 4 2,010 29,940 0.17 
忠義の仙巌焼明治 30 年 1897 1 2 8 2 - 6 - - 50 3 2,460 12 24,150 28 3,320 4 1,130 31,100 0.16 
明治 31 年 1898 1 2 8 2 - 6 - - 50 4 3,320 12 24,300 10 3,320 4 1,100 32,090 0.16 
明治 41 年 1908 1 1 5 1 - 1 - - 52 5 53,570 6 18,271 13 2,400 4 4,700 80,653 0.06 
忠 重 の 仙 巌 焼
（鶴嶺神社敷地）
明治 42 年 1909 1 1 5 1 - 1 - - 370 5 85,500 9 23,285 13 2,400 3 4,700 117,919 0.31 
明治 43 年 1910 1 1 5 - - 1 - - 367 5 115,000 8 34,565 13 2,880 3 2,790 159,300 0.23 
明治 44 年 1911 1 1 5 1 - 1 - - 172 5 124,000 11 37,540 17 3,000 4 4,500 170,847 0.10 
大正 8 年 1919 1 1 5 1 1 16 1,200 - 1,200 22 129,750 24 22,960 11 161,700 - - 318,325 0.38 
忠 重 の 仙 巌 焼
（紡績所跡）
大正 9 年 1920 3 3 19 4 - 20 - 6,250 6,250 22 117,400 24 27,940 12 5,000 - - 162,543 3.85 
大正 10 年 1921 1 2 18 - - 15 3,143 - 3,143 21 108,620 24 29,280 12 5,000 - - 148,914 2.11 
大正 11 年 1922 1 1 8 - - 6 - 2,352 2,352 23 109,800 24 36,060 10 5,900 2 2,605 157,275 1.50 
大正 12 年 1923 1 1 7 1 - 3 - 4,450 4,450 22 98,020 24 63,720 10 9,160 - - 175,805 2.53 
大正 13 年 1924 1 1 7 1 - 2 - 4,900 4,900 15 95,450 24 63,720 10 13,600 - - 178,150 2.75 
大正 14 年 1925 1 1 7 1 - 1 1,200 - 1,200 10 96,884 24 63,720 10 50,611 1 2060 214,955 0.56 
昭和 1 年 1926 1 1 7 1 - 5 3,200 - 3,200 11 95,579 24 16,850 10 5,000 1 800 121,709 2.63 
昭和 2 年 1927 1 1 7 1 - 6 8,277 - 8,277 11 86,285 24 12,550 11 6,000 1 800 114,202 7.25 
市来窯
昭和 3 年 1928 3 1 7 3 - 11 8,320 - 9,220 12 92,309 24 7,030 12 6,100 1 800 115,459 7.99 
昭和 4 年 1929 4 2 10 3 1 12 9,800 - 11,950 14 58,100 24 6,350 9 5,100 1 800 82,300 14.52 
昭和 5 年 1930 4 2 10 3 1 10 - 200 8,480 15 59,605 24 3,750 7 4,500 1 640 76,975 11.02 
昭和 6 年 1931 2 2 10 1 1 8 - 200 7,630 12 36,978 24 2,480 6 3,700 - - 50,788 15.02 
昭和 7 年 1932 2 2 10 1 1 12 - 520 13,239 11 33,957 24 1,900 7 33,338 - - 82,584 16.03 
昭和 8 年 1933 2 3 11 - - 13 - 500 10,860 12 32,620 24 1,680 7 44,334 - - 89,894 12.08 
昭和 9 年 1934 2 2 10 1 - 14 - 2,240 10,440 12 34,828 24 1,980 7 46,249 - - 94,459 11.05 
昭和 10 年 1935 2 3 10 1 - 15 - 2,050 11,750 13 37,200 24 1,965 7 47,673 - - 98,588 11.92 
昭和 11 年 1936 2 4 10 1 - 11 - 1,290 8,084 13 38,430 24 1,975 7 36,100 - - 84,589 9.56 
昭和 12 年 1937 2 4 10 1 - 13 - 500 8,430 13 41,160 24 1,740 7 36,710 - - 88,040 9.58 


























て、明治 41 ～ 44（1908 ～ 11）年の『統計書』の記録が、
それにあたると考えられる（表 1）［渡辺 2001a］。「鹿













の年度の記録によれば、7 室ないしは 8 室の窯が 1 基、

















　島津忠重の仙巌焼窯は、昭和 2 年（1927）5 月で操
業を停止し、陶工の市来伊太郎らに経営が移された［井
上 1931：19 頁など］。その市来らの窯跡は、現在も磯
地区に残っている（図 5）。燃焼室＋ 5 室の焼成室よ
りなる連房式登窯であるが、5 室目はやや小型で、奥
行きが狭い。それが当初からなのかは不明である。
　『統計書』によれば昭和 2 ～ 13（1927 ～ 38）年、「鹿
児島郡」において陶磁器生産が確認されているが（表






























































































て、2011 年（第 1 次・2 次）と 2012 年（第 3 次）に































2 反射炉跡 匣鉢 3 点、逆蓋型大ハマ 7 点、円板形ハマ 2 点、逆蓋形ハマ 1 点（上端面に十字型溝を彫る）、実足トチン 1 点、センベイ 1 点
3 熔鉱炉跡 匣鉢 2 点、逆蓋形ハマ 1 点（上端面に十字形の溝）、空足トチン（磁土製）1 点
4 鋳物場跡 逆蓋形ハマ
5 鹿児島紡績所跡
1 トレンチ：⑧層以下：匣鉢 3 点、匣鉢蓋？ 3 点、接合土 1 点、コマ 1 点、窯壁片 1 点、⑤・⑦層：匣鉢 4 点、接合土 1 点、焼
台 1 点 
2 トレンチ（いずれも⑦層）：匣鉢 5 点、匣鉢蓋？ 1 点、接合土 2 点 
3 トレンチ：礎石部：匣鉢 1 点、⑥層：匣鉢 5 点、匣鉢蓋 1 点、接合土 1 点
6 鹿児島紡績所跡 A 地点 匣鉢 3 点、チャツ（磁土製）2 点、コマ？ 1 点、実足トチン（磁土製）2 点、円板形ハマ 2 点、センベイ 3 点
7 鹿児島紡績所跡 D 地点
匣鉢 14 点、匣鉢蓋 3 点（？ 2 点）、接合土 13 点、空足トチン 4 点、実足トチン 1 点、円板形ハマ 6 点（2 点は匣鉢蓋？）、コマ 4 点、
センベイ 1 点
8 鹿児島紡績所技師館跡
第 1 次調査：匣鉢 6 点 
第 3 次調査Ⅵ層：匣鉢 12 点、窯壁 1 点、接合土 47 点、焼成粘土塊（？）
表２　磯地区出土の窯道具（出土地点別）
器種 点数 比率 (%) 備考
匣鉢 58 31.5 
匣鉢蓋 8 4.3 ただし「？」6 例
接合土 66 35.9 技師館跡 47 点を含む
逆蓋形大ハマ 7 3.8 
円板形ハマ 12 6.5 
逆蓋形ハマ 3 1.6 
センベイ 5 2.7 ただし「？」1 例
空足トチン 5 2.7 
実足トチン 6 3.3 
コマ 6 3.3 ただし「？」1 例
チャツ 2 1.1 『薩摩焼の研究』に 1 例写真
焼台 1 0.5 
焼成粘土塊？ 1 0.5 
窯壁片 2 1.1 
トンバイ 1 0.5 
棚板 1 0.5 




図 6 磯地区出土の窯道具 
1～ 3：匣鉢（1･2：内底アルミナ塗布、3: 全面アルミナ塗布）、4：匣鉢蓋：5～ 7：匣鉢接合土、8：大ハマ、9：空足トチン、
10：実足トチン、11：円板形ハマ、12：逆蓋形ハマ（上面溝入）、13：チャツ、14：センベイ、15：コマ 
（1･2：技師館跡、3･9・12：熔鉱炉跡、4：紡績所跡、5～ 7･15：紡績所跡 D地点、8･11：反射炉跡、10･13･14：紡績所跡 A地点） 





　匣鉢本体 58 点、匣鉢蓋と思われる資料 8 点、接合







































とから［田原 1915：449 頁、前崎編 2013：173・183-
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